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　前山古墳群は名西郡石井町の標高160ｍほどの

尾根上に立地する古墳群で、１号墳と２号墳があ

ります。

　１号墳・２号墳ともに全長18ｍ前後の前方後円

墳で、後円部と前方部の比率は１号墳ではほぼ

１：１、２号墳では２：１となっています。１号

墳の前方部はほぼバチ形に広がりっています。一

方、２号墳の前方部はやや直線的に広がり、その

平面形は宮谷古墳と非常に似ているようです。

　１号墳の後円部やや西よりには竪穴式石室が築

前山１号墳の発掘調査（平成13年8 月18 日撮影）

かれています。墳丘の主軸（東西）に直交してほぼ

南北の主軸を持ち、長さは約3.1ｍです。幅は北側

で１ｍ、南側で0.8ｍあります。

　石室は緑色片岩の割石で作られており、墓壙の掘

り込みに当たる部分に板石を立て、その中に細長い

石を縦または横に積み上げた後に、壁に沿って板石

を貼り付けています。

　石室の床には赤色粘土が貼られ、その中央に溝状

のくぼみがあり、木棺を安置していたと考えられま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高島）

徳島県立博物館 ---------------------------------------------No. 45

 蔵王権現立像　１躯　平安時代（12世紀）　重要文化財
 奈良国立博物館蔵（写真提供/奈良国立博物館）　

ざ おうごんげん えんのぎょう

　蔵王権現は、山岳呪術者で修験道を始めた役行
じゃ きん ぶ せん

者が、大和国吉野の金峰山で会得したと伝えられ

る像です。修験者などに厚く信仰され、各地の霊

山に遺品が伝えられています。像は高さ30.5セン

チで、銅に渡金が施されています。この像は左足

一本で立ち、右足を高く持ち上げた典型的な蔵王

権現像の形式を示しています。制作期は平安代後

期（12世紀）と推測され、この時期の蔵王権現像

を代表する作品として、重要文化財に指定されてい

ます。

　国立博物館・美術館巡回展「信仰と美術」（平成

14年2月19日～3月21日）では、これらの仏教美
ど ぐう

術をはじめ、古代の信仰に関する土偶・埴輪など、

日本の代表的な信仰に関する国宝・重要文化財など

の優れた数々の文化財を紹介します。 （山 川）
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Culture  Club

高橋尚孝氏（1933年）

　　阿波の昆虫研究家１

　　　　　　―高橋　尚孝ー　　　　　　　大原　賢二

　博物館が対象にしているいろいろな分野には、徳

島県にゆかりの方で、日本的に、あるいは世界的に
とり

も有名な研究家が何人も知られている。考古学の鳥
いりゅうぞう き　た さだきち

居龍蔵博士や歴史研究家の喜田貞吉博士などもそう

であろう。このような人は地元の方々には案外知ら

れていない場合が多く、いろいろな分野ごとにその

ような人物の経歴や業績を紹介することは大切なこ

とであろうと思われる。

　博物館の昆虫担当として、徳島県の昆虫類を調査

する中で、いろいろな文献から、過去の徳島県の昆

虫に関する研究において、多くの方々が活躍されて

いることを知った。それらの人物の中に、私が早く

から興味を抱いた人がいる。今回、幸いなことにそ

の人物に関する資料をご遺族から提供いただき、そ

の人の略歴等を知ることができたので、阿波の昆虫
たかはしひさたか

研究家列伝の第1回目として、高橋尚孝氏を紹介し

たい。高橋氏は、おそらくもっとも早く徳島県の昆

虫のほぼすべてのグループについて日本国内に広く

紹介した徳島県人であり、その業績は高く評価され

るべき人物である。

　高橋尚孝氏は、現在の徳島市立城西中学校に近い

加茂村矢三に、父団三、母クマの四男として1914年

（大正３）に生まれた。田宮尋常小学校を卒業後、鳴

門の親族の家の養子となり、旧制の撫養中学（現在

の鳴門高校）に入学。1933年（昭和８）に卒業して

いる。この中学時代の同級生に、現在も活躍中の植

尚孝氏採集の東京市時代の標本

物研究家、赤沢時之氏（元高知女子大教授）がお

られ、二人はひじょうに仲がよかったようである。

　尚孝氏は子どものころから昆虫が好きで、家の

まわりや眉山、吉野川の河川敷、中学時代は鳴門

市周辺などの昆虫を採集してはその名前を調べて

いる。旧制中学時代の彼はまさに昆虫しかないと

いう毎日で、採集と、得られた昆虫の種名を調べ

る同定作業の連続であったようである。

　しかし、彼は単なる「虫好きの子ども」ではな

かったようで、それは、松村松年著の「日本昆蟲

大図鑑」が蔵書中にあることからも想像できる。

この図鑑は研究者や図書館、大学の研究室でもな

ければ購入しそうにもないもので、1931年（昭和

６）6月18日に出版された。日本産の昆虫6000種

を扱い、ページ数が約1500ページ、索引が200ペー

ジというそれまでの常識を破るような分厚いもの

である。値段は定価18圓となっている。これが現

在の価値に直していくらになるかはよくわからな

いが、おそらく一般人が簡単に買える値段ではな

いだろう。彼がこれを購入した日が同年の7月1

日と書かれていることから、おそらく予約購入で

あったと思われる。

　尚孝氏が「徳島県の未採集昆虫に就いて」と題

して、徳島県の昆虫を初めて記録した（昆蟲世界、

36（419）：232－236。）のは1932年で、18歳の

時である。その後、当時国内の昆虫関係雑誌とし

ては「昆蟲世界」と並んで有名であった「昆蟲界」
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城東高校長時代の尚孝氏

3

初めて徳島の昆虫の報告を書いた昆蟲世界

に、12回にわたって「吉野川下流地方の昆虫相（1）

～（完）」（1933-1937）を報告し、県内の昆虫約700

種を記録・報告した。種ごとに採集デ－タを示すの

ではなく、和名と学名および生息状況を簡単に解

説するものであるが、その第１回目には徳島市周

辺の自然環境の概説と、「我が友人赤沢氏の研究に

基づく」として、植物の分布概要も取り入れてい

る。徳島の昆虫相解明とその成因を明らかにした

いという意欲に満ちたもので、それが現在の高校

３年にあたる18歳から大学卒業までに行われたこ

とに氏のエネルギーを感じるのである。

　徳島県で発行された昆虫や植物に関係した雑誌

類の創刊年を見ると、もっとも古い「阿波の自然」

が1947年、「阿波の虫」が1954年、「昆虫科学」が

1955年、「とくしま虫の国」が1957年となってい

て、尚孝氏が書いた時よりもかなり遅れる。

　東京農業大学で、昆虫学を専攻し、1937年（昭
が

和12）に本科を卒業。研究テーマは蛾類の分類で

あったようで、その当時の蛾の標本が少しではあ

るが今も残っている。ラベルの地名にはTOKYO-

SHIとあり、70年ほど前の東京に生息していた昆

虫の一端を知ることのできる貴重な標本である。

蛾といっても一般によく見かける大型のものでは

なく、数mmから１cmほどの小さな蛾類で、小蛾

類と呼ばれるなかまである。小蛾類の研究者は現

在でも日本には数人しかいない。当時、このような

グループを研究対象に選んだのは相当に珍しいこ

とではないかと思われる。

　大学卒業後、徴兵検査を受け、甲種合格となった

が、同時にまったく気がつかずにいた結核を告知

されて自宅療養を命じられ、数年間の闘病生活を

送ることになる。

　太平洋戦争後、病が癒えて学校の教員となり、そ

の後は徳島県内の高校の教員を歴任し、城東高校

長を最後に定年退職。剣道が大好きだったが、工業

城東高校長時代の尚孝氏

高校時代にはそこの

校歌を作曲し、現在も

歌われていると聞い

た。多才な人物であっ

たようである。

　その間、虫からまっ

たく離れたわけでは

なく、1954年（昭和

29）にアブラゼミと

キリギリスの聴覚器

官についての研究発表を行い、徳島新聞に紹介さ

れているし、40歳ころ、夏の夕暮れにできる蚊柱

の成因に関する研究をドイツ語で発表したりして

いるが、野外で採集することはほとんどなくなっ

てしまったようで、家人に「体力に自信がないか

ら」と漏らしたという。

　50 歳過ぎに実家を継ぐ形となり、「生き物との

つきあいをやめざるをえなくなった」と残念そう

に話したというが、自分の子どもたちには家のま

わりで見られる生き物を一緒に観察してくれるや

さしい「オヤジ」であったという。その後、印刷物

になった昆虫関係のものは全くなく、1993年（平

成5）11 月、病のために79歳で逝去された。

　小・中学校時代にこれほど精力的に徳島県の昆

虫を調査し、報告も行い、矢野宗幹氏や高島春雄氏

など当時のそうそうたる昆虫学者との交流もあっ

た尚孝氏は、指導者に恵まれれば相当の研究がで

きた人であろうと思われるだけに、戦争や病気が、

一人の昆虫学者が育つことを拒んだとも思われて

しまうのである。

　また、「昆蟲界」に発表された徳島県の昆虫の目

録が、自分の標本に基づいた報告であることは確

実であるだけに、徳島県産の標本がほとんど残っ

ていないのは残念であるが、個人で大量の標本を

管理することの難しさを考えると、それも仕方の

ないことであろう。

　高橋尚孝氏を知る人はかなり多いであろうが、

彼が子ども時代から青年期に、これほど昆虫に情

熱を傾け、徳島の昆虫学の先駆者と呼ぶにふさわ

しい人であったことを知る人は案外少ないのかも

しれない。

　

　なお、今回、ご子息の永一氏からは各種資料の提

供を受け、上記の雑誌、図鑑、標本等を当館にご寄

贈いただいた。心からお礼申し上げる。（昆虫担当）
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徳島県立博物館の学校教育支援事業

情報ボックス

　博物館利用者の中で、学校の児童・生徒はかな

り高い割合を占めていますが、そのほとんどは学

校行事（遠足など）での団体見学によるもので、

教科学習の一環として博物館を利用するという例

はあまりありませんでした。しかし本来、博物館

は学校教育にとって役に立つところですし、ま

た、そうあるべきです。最近では、「総合的な学習

の時間」の創設に象徴されるような教育改革にと

もない、実物資料にもとづく体験的な学習ができ

る博物館と学校教育との連携が期待されていま

す。遠足以外での博物館利用がもっと増えてもよ

いはずです。

　そこで、徳島県立博物館では、博物館のもつ資

源（もの・情報・人）を学校教育の場で有効に活

用していただくため、団体見学の受入れや児童・

生徒向けの各種普及行事に加えて、次のような活

動を積極的に行い、学校教育を支援していくこと

にしています。

（1）博物館での博物館資料を活用した学習の支援

　理科や社会科の授業、「総合学習」などで博物

館の資料や情報が活用できます。事前に相談して

いただければ、展示してある資料だけでなく収蔵

資料を臨時に陳列したり、学芸員による解説を行

うなどのサービスを行います。

（2）講師派遣（出前授業）

　授業で博物館へ行きたいと思っても、交通手段

がないため、博物館まで足を運べないのが実状だ

と思います。そんな時は、要望に応じて学校での

授業や教室外での観察会、教員の研修会などに学

芸員を講師として派遣します。学校での授業に

は、博物館資料を持参するなどして児童・生徒の

理解を助けるよう支援します。

（3）博物館資料の学校への貸し出し

　博物館資料の中には、取り扱いが比較的かんた

んで学校で活用してもらえる資料もあります。博

物館ではそうした「学校貸出用資料」の整備を進

めています。学校での授業やクラブ活動、文化祭

などで活用してください。

（4）学校教育支援相談

　博物館での学習、講師派遣、資料の貸し出しに

限らず、学校で自然観察、生活体験、歴史学習な

どをしようとする場合、先生方でわからないこと

があれば何でも気軽にお尋ねください。学芸員が

博物館での普及行事の経験などを踏まえてアドバ

イスします。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

　私も、去る９月14日、鳴門市の北灘中学校を訪

ね、中学１年生を対象に「化石」の授業を行いま

した（写真）。今年２月の石井中学校につづく２

回目の経験です。

　中学校理科２分野の教科書では、「大地の変化」

という章の中に「地層の中の化石」という項目が

あります。そこでは示準化石と示相化石について

かんたんに説明されていますが、示準化石と示相

化石を数行で説明することには無理があるし、い

ろいろな生物の化石をどちらか一方に分類してし

まうことは、誤解を招くのではないかとも感じま

した。そこで、マンモスゾウの毛、いろいろな保

存状態の貝化石やアンモナイト、糞化石など20点

ほどの化石を博物館から持参し、実物に触れても

らいながら、化石とは何か、大昔の生物がどう

やって化石となって残るのか、といった基本的な

ことを理解してもらえるよう心がけました。意外

にも糞化石が生徒に大うけで、化石に興味をも

ち、化石について理解してもらう手助けになった

ものと思います。

　今後も、機会があれば化石を車に積んで学校を

訪ね、生徒や先生との交流を進めたいと思ってい

ます。気軽に声をかけてください。

　　　　　　　　　　　　（地学担当：両角芳郎）
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　当館では、奈良国立博物館・国立国際美術館・東

京国立博物館・京都国立博物館・東京国立近代美

術館・京都国立近代美術館の所蔵品の中から、国

宝2件、重要文化財16件を含む68件の貴重な文化

財や美術作品の数々を紹介する国立博物館・美術

館巡回展を開催します。

　この巡回展では、考古遺物・仏像・仏画などを

はじめ、近代日本を代表する著名な美術作家の作

品など、日本人が信仰に触発されて生み出してき

た美術のさまざまなすがたを、原始・古代から現

代にわたる幅広い視野で紹介します。

　また、徳島県に関係した資料として、蜂須賀家

旧蔵の国宝・興福寺金堂鎮壇具をはじめ、小松島

市田浦町前山遺跡出土の盾持男子像埴輪も展示し

ます。

◇おもな展示品
こうふくじ こんどう ちんだんぐ

●興福寺金堂鎮壇具（奈良時代）東京国立博物館蔵
ご ひけ ま ん

●牛皮華鬘（平安時代）　　　　奈良国立博物館蔵
がもんたい しぶつしじゅうきょう

◎画文帯四仏四獣鏡（古墳時代）京都国立博物館蔵
どうぞう やくし にょらいぞう

◎銅造薬師如来像（奈良時代）      奈良国立博物館蔵
ざおうごんげんりゅうぞう

◎蔵王権現立像（平安時代）　      奈良国立博物館蔵
だいにちにょらいぞう

◎ 大日如来像（平安時代）　　　奈良国立博物館蔵
じゅうにてんぞう

◎ 十二天像（鎌倉時代）　　　　奈良国立博物館蔵
たてもち だんしぞう はにわ

　盾持男子像埴輪（古墳時代）　京都国立博物館蔵
どうぞうかんのんぼさつりゅうぞう

　銅造観音菩薩立像（白鳳時代）奈良国立博物館蔵
やくしじ しゅつどおにがわら

　伝  薬師寺出土鬼瓦（奈良時代）京都国立博物館蔵
ごだいみょうおうぞう

　五大明王像（平安時代）　　　 奈良国立博物館蔵

　金閣炎上　川上龍子画（昭和25年）　

　　　　　　　　　　　　　　東京国立近代美術館蔵

　　　　　　　　　　　　（●国宝、◎重要文化財）

信 仰  と  美 術
国立博物館・美術館巡回展

国宝　牛皮華鬘　奈良国立博物館蔵　写真提供/奈良国立博物館

　華鬘は寺院内部を飾る荘厳具。牛皮に彩色された珍し
い華鬘。極楽にいるといわれる迦陵頻迦（かりょびんが）
の鳥が表現されている。もと東大寺に伝来。平安時代後期

（11世紀）を代表する遺品。

　　　　　  　関　連　行　事

◇記念講演会

　日　時　3月3日（日）　13：30～15：00

　会　場　文化の森イベントホール（聴講無料）

　演　題　「信仰と美術」（仮題）　

◇展示解説

　日　時　2月24日（日）　14：00～15：00

　　　　　3月   2日（土）　14：00～15：00

　会　場　巡回展会場（入場には観覧料が必要）

　講　師　当館学芸員

◇会期　平成14年2月19日（火）～3月21日（木）

  　　　  月曜休館

◇会場　博物館企画展示室・21世紀館多目的活　

　　　　動室

◇観覧料　一般 200円／高校・大学生 100円

　　　　　小・中学生 50円

　　　　　（20名以上の団体は2割引）

◇主　催　奈良国立博物館・国立国際美術館

　　　　　徳島県立博物館



速報１

　2000年に発行された環境庁（現環境省）のレッ
ぜつめつ

ドデータブック（RDB）に掲載されている絶滅
きぐ そのせ

危惧種が２種、園瀬川の周辺で発見されました。

どちらも県内ではめったに見られなくなった植物

で、道路工事や河川改修などによって絶滅する可

能性があるので報告します。

■タコノアシ
でいしっち

　川やため池などの流れのゆるやかな泥湿地に生

える植物で、環境庁のRDBでは絶滅危惧II類（絶

滅の危険が増大している種）に指定されています。

河川改修や農地改良、ため池の埋め立てなどで生

育環境が奪われ激減しており、このままだと300

年後には絶滅するとのことです。

　徳島県内では山川町・板野町・石井町・市場町・
ししくい

徳島市に記録がありますが、現在では、宍喰町と

鳴門市で生育がみられるだけです。徳島市内では

かつて吉野川周辺やため池などに生育していたも

のの、最近は確認されていませんでした。ところ
たぶち たけき

が、徳島県版RDBの調査員である田渕武樹氏が、

園瀬川近くの徳島市八万町の水路横で発見し、筆

タコノアシとフジバカマ

タコノアシの花序
（右）。蛸の足のよう
な形をしているの
で、その名が付い
た。花の拡大（下）。
小さな目立たない花
を付ける。

フ ジ バ カマ の 頭 花
（上）。キク科の特徴で
ある、小さな花が集
まって一つの花のよう
に見えている。全体が
薄く赤みを帯びてい
る。フジバカマの生育
状況（左）。水田の横を
流れる小さな用水路脇
に生えていた。

者が追加調査し

たところ、園瀬川

横の用水路でも

生育を確認しま

した。

■フジバカマ

　河川やため池のの
あぜ

り面、田の畦などの

草地に生える植物

で、環境庁のRDBで

は絶滅危惧 II 類に指

定され、絶滅の危険

が増大している種で

す。秋の七草の一つ

であり、かつては身
はんらん

近な植物でしたが、草刈りや河川の氾濫による定期
かくらん

的な攪乱を受ける、生育に適した草地が減っている

ため激減しており、100年後には絶滅してしまうと

いわれています。

　県内では佐那河内村・池田町・板野町・川島町・

神山町・鳴門市・徳島市に記録がありますが、現在

では、阿南市・小松島市・那賀川町などの那賀川や

勝浦川周辺で生育が確認されるだけです。園瀬川で

は数年前八万町の河川敷で過去に1個体だけが見つ

かりましたが、現在ではみられなくなっていまし

た。2001年9月24日に徳島県立博物館友の会で開

催された野外調査行事「園瀬川探検」で、上八万町

の園瀬川近くの用水路横で発見されました。現地

は、改修工事が行われていない昔ながらの用水で、

定期的な草刈りが行われており残っていたのでしょ

う。その後の調査で八万町の園瀬川の土手でもフジ

バカマは見つかりました。

　私たちの身の回りには、案外自然が残っていま

す。今回見つかった絶滅危惧種も、こんな身近なと

ころにあったのかと思うような場所に生えていまし

た。ぜひもう一度身の回りの植物に目を向けてみて

ください。　　　　　　　　（植物担当：小川　誠）
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速報２

前山１号墳の調査成果

　前山古墳群は，名西郡石井町石井字石井の標高

160ｍほどの尾根上にあり，２基の前方後円墳か

らなる古墳群です．

　博物館では，1996年2月・3月に２基の測量調

査を，1999年からは前山１号墳の発掘調査を行っ

てきました．

　今回でほぼ１号墳の調査が終了したので，今ま

で未報告の部分を中心に，調査成果の概略を報告

します．

■墳長及び墳形

　全長約18ｍの前方後円墳で，前方部には土を
ふ

盛って表面に石を葺き、１段に築き、後円部は石

を積み上げて、一部土を補い墳丘を２段としてい

ます。１段目はテラス状です（図１）。

　古墳主軸はほぼ東西（N―76°―W）に向いて

います．前方部長さ約９ｍ，後円部の直径9.7m程

度で，後円部の直径と前方部の長さの比率がほぼ

１：１です．前山古墳群の２基も含めて県内に14

基の前方後円墳が確認されていますが，その中で

も最も小さいものです．

　前方部は細長く，くびれ部からややすぼまり中

央部付近からバチ形に開いていますが，これは，

北條芳隆氏によって提唱されている讃岐型前方後
つるおじんじゃ

円墳の特徴の一つで，香川県の鶴尾神社４号墳，
の　た　いん や　く　やま

爺ヶ松古墳，野田院古墳や兵庫県の養久山１号墳

などの墳丘の形と似ています．

■埋葬主体部

　埋葬主体部は後円部のやや西に偏って設けら

図１　後円部全景（東から）

れ，古墳の主軸に直交して南北（N―２°―W）向

きにつくられています（図２）．頭位は北であっ

たと思われます．
ぼこう

　墓壙の区画と考えられる部分に，おおぶりの板

状の緑色片岩をやや外に傾けて楕円形に並べてい

ます．上端で南北約4.4ｍ東西2.5ｍあります．

　床には赤みの強い粘土を敷いて，その上に木棺

を据えたのだと考えられます．木棺の東西両側に
せっかく

板状の緑色片岩を並べ石槨としています．南側は

１枚の緑色片岩だけを使っています．

■時期

　墳丘の後円部東寄り，後円部東南裾，くびれ部，

前方部端の流出土から複合口縁の壺などの土師器

破片が出土しました（図３）．

　これらのうち、図３右下の頚部の折り返しや口

縁の立ち上がりの垂直なものは、宮谷古墳の壺と

非常に似ています．ただし宮谷古墳の壺よりも若

干新しくなりそうです。

　墳形から見ても古い古墳に位置づけられそう

で，この古墳の築造時期も３世紀末から４世紀初

頭と推定されます．　　　（考古担当：高島芳弘）

図３　出土土器

図２　石槨（北から）
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　徳島県立博物館友の会は結成してはや

１０年。毎年５００名前後の会員さんが

様々な行事を通じて，楽しく有意義な活

動をしています。

　この１０月には，研修会で秋の蒜山・

大山を訪れました。他の観光ツアーとは

ひと味ちがう研修旅行に参加した方も大

満足な様子でした。これからもいろいろ

な行事を考案中です。皆さんも博物館友

の会で学ぶ喜びを味わってみませんか。

入会をお待ちしています。

博物館ニュース No. 45
発行年月日　　2001年12月1日
編集・発行　　徳島県立博物館　〒770-8070　徳島市八万町向寺山
TEL 088-668-3636　　FAX 088-668-7197
http://www.museum.comet.go.jp

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

博物館友の会で新たな発見を

秋の一泊研修旅行「蒜山・大山」（大山中腹にて）

●※１は、申し込み不要です。その他は、往復はがきでお申し込みください。(各行事の1カ月前から10

日前までに届くように)

●※２は、小学生の場合保護者同伴。

●くわしいことは博物館にお問い合わせください。

１月から３月までの博物館普及行事 あなたも参加してみませんか？

シリーズ 行　　事　　名 実　施　日 実施時間 対　　象　（　人　数　）

小さな前方後円墳
-石井町前山古墳群-

１ 月 12 日 ( 土 ) 1 3：3 0～1 5：0 0小学生から一般（５０名）※１

土 曜 ト ピ ッ ク ス 南の島の草花 ２ 月 ９ 日 ( 土 ) 1 3：3 0～1 5：0 0小学生から一般（５０名）※１

インドネシア～ジャングルの小さ
な動物たち

３ 月 ９ 日 ( 土 ) 1 3：3 0～1 5：0 0小学生から一般（５０名）※１

室 内 実 習 落ち葉の中のいきものたち １ 月 27 日 ( 日 ) 1 4：0 0～1 6：0 0小学生から一般（４０名）※２

室 内 実 習 まぼろしの食べ物をつくろう １ 月 20 日 ( 日 ) 1 3：3 0～1 5：0 0小学生のみ　　（２０名）※２

（ こ ど も 向 け ） ベーゴマをまわしてみよう ２ 月 10 日 ( 日 ) 1 3：0 0～1 6：0 0小学生から一般（３０名）※２

阿波の歴史かるたであそぼう
②かるたあそび

３ 月 24 日 ( 日 ) 1 3：3 0～1 5：0 0小中学生のみ　（２５名）※２

古墳見学② ２ 月 24 日 ( 日 ) 1 3：0 0～1 6：0 0
渋野町
小学生から一般（３０名）※２

貞光を歩こう ３ 月 17 日 ( 日 ) 1 0：0 0～1 4：0 0
貞光町
小学生から一般（２０名）※２

み ど り の 工 作 隊 竹であそぼう ２ 月 ３ 日 ( 日 ) 1 3：0 0～1 6：0 0小学生から一般（２０名）※２

企画展展示解説① ２ 月 24 日 ( 日 ) 1 3：0 0～1 4：0 0
企画展「信仰と美術」
観覧料が必要　（５０名）※１

企画展展示解説② ３ 月 ２ 日 ( 土 ) 1 3：0 0～1 4：0 0
企画展「信仰と美術」
観覧料が必要　（５０名）※１

企画展記念講演会「信仰と美術」 ３ 月 ３ 日 ( 日 )

企画展記念講演会「信仰と美術」 ３ 月 10 日 ( 日 ) 1 3：3 0～1 5：0 0
文化の森イベントホール
聴講無料　　（３００名）※１

歴 史 散 歩

企 画 展 関 連 行 事

都合により中止いたします


